
第3部

【グループワーク：KJ 法】
テーマ：熱中症対策推進に向け、取り組むべき事項の具体化



文化人類学者

川喜田 二郎 博士 の

イニシャル

ＫＪ は・・・

ＫＪ法

ＫＪ法とは・・・

文化人類学のフィールドワークで

「膨大なデータを整理して

問題解決の糸口を探る」

ために考案された手法

1920年
～2009年



①カード１枚 に ひとつずつ、テーマについての

「自分の意見」をキーワードで記入する。

②カードの中から似たような（志を同じくする）

カードをグループ化する（＝島を作る）。

③島にふさわしい表題（表札）をつける

④表札を二次元展開する。

「具体的な手順」ＫＪ法



ミシン目で3つに
切り離せるカード

文殊カード

①「意見を出す」（文殊カード）

を使って意見を出し合う

ＫＪ法

中川 米造 氏（文殊カード考案）

1926年〜1997年

今回は
ポストイットを

使います





各自1枚の文殊カードを持ち設定されたテーマについて思いついたことを1段目に記入

①「意見を出す」（文殊カード）ＫＪ法

例） 小学生の好きな食べ物は

ハンバーガー

隣へ

フェルトペンで記入



○○○

○△×



隣から回ってきたカードの2段目に各自思い
ついたことを記入する

例） 小学生の好きな食べ物は

チョコレート

隣から
カレーライス

①「意見を出す」（文殊カード）ＫＪ法



3段目が未記入なカードを隣のメンバーにわたす

例） 小学生の好きな食べ物は

隣へ

チョコレート

カレーライス

①「意見を出す」（文殊カード）ＫＪ法



ホワイトボードp

△×△

△
×
○

△××

○
×
△

3つずつ
記入されたら
切り離す

□△○

□
△
□

□
△
○

△□○



「志」を同じくするカード同士を集めて、島を作る

まとまったカード群（島）を適切に表現できるタイ
トル（表札）をつける。

果物 菓子 飲み物 麺類

（孤独なカード）

②「島分けする」（文殊カード）ＫＪ法

③「表札をつける」（文殊カード）ＫＪ法



表札のついた島を模造紙の上に相互関係を
考慮しながら空間配置し、貼り付ける

孤独なカード
表札1

表札3

表札2
孤独なカード

表札5

表札6

表札4
枚数の多さも重要な要素

②「島分けする」（文殊カード）ＫＪ法

③「表札をつける」（文殊カード）ＫＪ法



ご飯もの

お菓子果物

り ん ご

み か ん

も も

カラムーチョ

う ど ん

そ ば

ポテトチップス

ガ ム

チョコレート

③「表札をつける」

カレーライス

テーマ「小学生の好きな食べ物は？」

ＫＪ法

どらやき



おまけつき

立ち食い

黄色

まるい

赤い色

り ん ご

み か ん

も も

カラムーチョ

う ど ん

そ ば

ポテトチップス

ガ ム

チョコレート

③「表札をつける」

カレーライス

テーマ「小学生の好きな食べ物は？」

既成概念にとらわれず、カードのキーワードを
見て想起される 表札も！

ＫＪ法

どらやき



表札を二次元展開するＫＪ法

重要度 Importance

緊急度
Urgency



① 自己紹介：アイスブレーク
② KJ法
③ 二次元展開
④ 議論して発表時間までにFix
（発表者を決めておいてください）

④までを１時間で行います



お題：
熱中症対策実行計画の
ここを見直したい



WEBでのご参加の皆さまは
みんなでKJ法

https://app.sli.do/event/71MAjGhB28kuG1Pm98Wk7K

ここに入力
ください

KJ法

https://admin.sli.do/event/71MAjGhB28kuG1Pm98Wk7K/polls
https://admin.sli.do/event/71MAjGhB28kuG1Pm98Wk7K/polls


https://zoom.us/wb/doc/Efkqk6r1SXGzFF4_YcUwsw/p/21682317033472




